






































































McKeown & Thomas 2013; Newman & Ramlo 2010）。近年はインタビュー調査に
よる回答者の主観的世界を豊富に解釈する方法や Q分類によって形成された
仮説をリッカート法調査などで検証する混合法による研究で論文が作られるこ
















月12日～11月22日である。調査の入力にあたっては Online Q-methodology 
Softwareを用いた。 Qセット、及び Pセットの属性は次の表のとおりである。
（ 3）　Oʼ Reilly et al.（1991）、大森（1994）などから集められた。
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2年生 3年生 事務系公務員志望 公安系公務員志望





i1 様々な事態に柔軟に対応すること。 i25 他者のよい業績を称賛すること。
i2 仕事に新しい工夫を施すこと。 i26 職務に対して責任を負うこと。
i3 好機を逃さずに素早く行動すること。 i27 自己研鑽すること。
i4 試行錯誤しながらも仕事を進めること。 i28 意見や利害の対立にしっかりと向き合うこと。
i5 リスクをとってもチャレンジすること。 i29 良好な人間関係を築くこと。
i6 注意深く仕事を進めること。 i30 仕事上の人脈を構築すること。
i7 自律的に判断して行動すること。 i31 熱意をもって仕事に取り組むこと。
i8 定められたルールを守ること。 i32 臨機応変に行動すること。
i9 状況や問題に対して分析的であること。 i33 仕事の質に力点をおくこと。
i10 細部にまで注意を払うこと。 i34 仕事を通じて独自性を発揮すること。
i11 正確に仕事をすること。 i35 高い評価を得ること。
i12 他者と協力しながら仕事を進めること。 i36 仕事のプロセスに力点を置 <こと。
i13 職場の一体感を大切にすること。 i37 行動を重視すること。
i14 職場において十分に情報を共有すること。 i38 相手の立場に立って物事を考えること。
i15 公正であること。 i39 自他に誠実であること。
i16 周囲に対し寛容であること。 i40 様々なことに関心をもつこと。
i17 リラックスして仕事をすること。 i41 組織を超えてネットワークをつくること。
i18 落ち着いて仕事に取り組むこと。 i42 幅広い信頼を得ること。
i19 困っている人に対して手助けをすること。 i43 仕事上の強みをもつこと。
i20 積極的に仕事に取り組むこと。 i44 安定した生活を送ること。
i21 決断力があること。 i45 周囲に働きかけ巻き込むこと。
i22 率先して仕事に取り組むこと。 i46 社会に貢献すること。
















































Q 分類を再構成するために利用され、解釈の材料となる（Zabala & Pascal 









No. 第一因子 第二因子 第三因子
1 0.30 0.18 0.41＊
2 0.47＊ -0.09 -0.37
3 0.04 0.17 0.61＊
4 0.56＊ 0.01 0.32
5 0.02 0.08 0.57＊
6 0.24 0.69＊ -0.17
7 0.14 0.37 0.36
8 0.21 0.60＊ 0.27
9 0.47 0.48 0.12
10 0.24 0.41＊ 0.33
11 0.06 0.53＊ 0.45
12 0.61＊ 0.28 0.16
13 0.27 0.20 0.43＊
14 0.12 -0.13 0.25
15 0.67＊ 0.07 0.07
16 0.09 0.16 0.39＊
17 0.20 0.06 0.37＊
18 0.32＊ 0.07 0.21
19 0.41 0.42 0.09
20 -0.08 0.56＊ 0.17
21 0.31＊ 0.11 0.11
22 0.24 0.12 0.52＊
23 0.47＊ 0.11 0.40
24 0.54＊ 0.17 0.30
25 0.26 0.19 0.43＊
表 3　因子負荷量
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項目
第一因子 第二因子 第三因子
zスコア 因子配置 zスコア 因子配置 zスコア 因子配置
i1 様々な事態に柔軟に対応すること。 0.64 2 0.56 1 0.64 2
i2 仕事に新しい工夫を施すこと。 -1.83 -5 -1.15＊ -3 0.74＊ 2
i3 好機を逃さずに素早く行動すること。 0.15 0 -0.93＊ -2 -0.10 0
i4 試行錯誤しながらも仕事を進めること。 -0.19 -1 0.41＊ 0 -0.35 -1
i5 リスクをとってもチャレンジすること。 -2.27 -5 -2.37 -5 -1.53＊ -4
i6 注意深く仕事を進めること。 -0.32＊ -1 0.95 3 0.67 2
i7 自律的に判断して行動すること。 -0.95＊ -3 0.57 1 0.08 0
i8 定められたルールを守ること。 1.33＊ 3 0.40＊ 0 2.08＊ 5
i9 状況や問題に対して分析的であること。 -0.78 -2 1.36＊ 4 -0.46 -1
i10 細部にまで注意を払うこと。 0.40 1 0.75 2 -0.58＊ -2
i11 正確に仕事をすること。 1.38 4 -0.12＊ 0 1.49 4
i12 他者と協力しながら仕事を進めること。 0.33＊ 1 -0.29 -1 -0.48 -2
i13 職場の一体感を大切にすること。 -0.72 -2 -1.15 -3 -0.09＊ 0
i14 職場において十分に情報を共有すること。 0.10＊ 0 0.90＊ 3 1.66＊ 4
i15公正であること。 1.94＊ 5 0.89 2 1.16 4
i16 周囲に対し寛容であること。 0.25 0 0.74 1 -1.12＊ -3
i17 リラックスして仕事をすること。 -0.30 -1 1.55＊ 5 -0.26 -1
i18 落ち着いて仕事に取り組むこと。 -1.30＊ -3 1.14＊ 3 0.18＊ 0
i19 困っている人に対して手助けをすること。 1.74＊ 5 0.76＊ 2 0.13＊ 0
i20 積極的に仕事に取り組むこと。 0.16 0 -0.29 -1 0.27 1
i21 決断力があること。 0.62 2 -0.58＊ -2 0.53 1
i22 率先して仕事に取り組むこと。 0.48＊ 1 -0.12＊ 0 -1.32＊ -4
i23 よく考えてから行動すること。 0.66 2 0.77 2 0.72 2
i24 仕事を通じて高い成果をあげること。 -1.74 -4 -1.30 -3 -0.12＊ -1
i25 他者のよい業績を称賛すること。 -1.00＊ -3 0.59＊ 1 -1.96＊ -5
i26 職務に対して責任を負うこと。 0.89＊ 3 1.46＊ 4 2.11＊ 5
i27 自己研鑽すること。 -1.36＊ -4 -0.36 -1 -0.73 -2
i28 意見や利害の対立にしっかりと向き合うこと。 0.32 1 0.81 2 0.93 3
i29 良好な人間関係を築くこと。 1.36＊ 3 0.43 1 0.04 0
i31 熱意をもって仕事に取り組むこと。 0.71 2 -0.43＊ -1 0.25 1
i30 仕事上の人脈を構築すること。 1.40＊ 4 -1.48＊ -4 0.64＊ 1
i32 臨機応変に行動すること。 0.55＊ 1 1.39 4 1.13 3
i33 仕事の質に力点をおくこと。 -1.15 -3 -1.12 -2 -0.11＊ -1
i34 仕事を通じて独自性を発揮すること。 -0.72 -2 -1.39 -4 -1.09 -3
i35 高い評価を得ること。 0.03＊ 0 -1.51 -4 -1.44 -4
i36 仕事のプロセスに力点を置くこと。 -0.59 -1 -0.05 0 -1.16＊ -3
i37 行動を重視すること。 0.53＊ 1 -1.14＊ -3 -2.03＊ -5
i38 相手の立場に立って物事を考えること。 0.96 3 0.54 1 0.26 1









　第一因子に近いものとして表れた調査回答者の属性は、 2年生が 5人、 3年













i40 様々なことに関心をもつこと。 -0.90 -2 -0.26＊ -1 -0.94 -2
i41 組織を超えてネットワークをつくること。 -0.90 -2 -1.13 -2 -1.07 -2
i42 幅広い信頼を得ること。 0.76 2 -0.01＊ 0 0.57 1
i43 仕事上の強みをもつこと。 0.11＊ 0 -0.56＊ -2 -1.32＊ -3
i44 安定した生活を送ること。 -0.55＊ -1 1.56＊ 5 -0.06＊ 0
i45 周囲に働きかけ巻き込むこと。 -1.42 -4 -1.82 -5 -0.47＊ -1
i46 社会に貢献すること。 1.36＊ 4 0.30 0 0.82 3
i47 計画的に仕事を進めること。 0.09＊ 0 0.95 3 0.76 2
表 4　分析の全体結果
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・「i 6  注意深く仕事を進めること。」（－0．32＊、－ 1）
・「i44 安定した生活を送ること。」（－0．55＊、－ 1）










・「i 2  仕事に新しい工夫を施すこと。」（－1．83＊、－ 5）
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3．2　第二因子：自身の環境変化を避けようとするマイペース志向
　第二因子に近いものとして表れた調査回答者の属性は、 2年生が 5人、 3年





































・「i 1  様々な事態に柔軟に対応すること。」（0．56、＋ 1）








・「i 3  熱意をもって仕事に取り組むこと。」（－0．43＊、－ 1）
・「i21 決断力があること。」（－0．58＊、－ 2）
・「i 3  好機を逃さずに素早く行動すること。」（－0．92＊、－ 2）
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・「i45 周囲に働きかけ巻き込むこと。」（－1．82、－ 5）










　第三因子に近いものとして表れた調査回答者の属性は、 2年生が 8人、 3年























・「i 2  仕事に新しい工夫を施すこと。」（0．74＊、＋ 2）
・「i13 職場の一体感を大切にすること。」（－0．09＊、 0）
・「i45 周囲に働きかけ巻き込むこと。」（－0．47＊、－ 1）
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